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校章などを
追加する

青葉台ファミリー

安心して過ごせる毎日を目指して

日頃より、デイサービスセンター青葉台 小規模多機能型居宅介護施設の運営に温かいご支援と

ご協力をいただき、心より感謝申し上げます。

このたび、1月1日付でセンター長に就任しました高野 専（あつし）と申します。

これまで同法人内の訪問介護事業所や医療機関に勤務し、医療・介護の現場に携わってまいりました。介護保険制度

の開始以降、高齢者福祉を取り巻く環境は大きく変化しています。その中で、小規模多機能型居宅介護は「通い・泊ま

り・訪問」を柔軟に組み合わせ、ご利用者様が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための大切な役割を担っていると

感じています。

当施設の理念である「心身の健康と安全を守り、共に生きる喜びを分かちあえる場を創造する」ーこの想いを大切にしなが

ら、ご利用者様・ご家族の皆様が毎日を穏やかに、そして安心して過ごしていただけるよう、職員一同力を合わせて取り組

んでまいります。

まだまだ至らぬ点も多いかと存じますが、皆様のお声に耳を傾け、一歩ずつ歩んでいきたいと考えております。

なお、私自身はスポーツ観戦が好きで、特に野球が大好きです。生まれ育った横浜への思いもあり、横浜ベイスターズを長

年応援しています。試合結果に一喜一憂しながら観戦する時間が、日々の楽しみの一つです。こうした話題も交えながら、

皆様と気軽にお話しできるセンター長でありたいと思っています。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

デイサービスセンター青葉台  センター長 就任のご挨拶

みんなで奏でる 心あたたかなクリスマス

12月23日、デイサービスセンター青葉台でクリスマス会を開催
しました。職員のピアノ演奏で歌を楽しみ、ご利用者様と職員
が一緒にハンドベルを演奏。 プレゼント贈呈やクリスマス仕様の
ケーキもあり、心あたたまるひとときとなりました。

ハンドベルによる「きよしこの夜」。この日のために重ねてきた練習が
実を結び、やさしく心に響く音色が会場いっぱいに広がりました。

ご利用者一人ひとりに
合わせたプレゼントを。
「ありがとう」「うれしいね」

デコレーションケーキ
に心もお腹も満たさ
れました。



医療法人社団 三喜会
グループホーム・デイサービスセンター青葉台

〒227-0054 横浜市青葉区しらとり台３－９

ＴＥＬ．０４５（９８１）６９００〈グループホーム〉

 ０４５（９８２）３２００〈デイサービスセンター〉 （ＧＨ） （ＤＳ）

医療法人社団 三喜会 グループホーム・デイサービスセンター青葉台

写真掲載についてはご本人様又はご家族様の了承を得ています。

3年以上お風呂に入っていないのだけど・・・【後編】

んからね」と声をかけると、すっと立ち上がり、自然に脱いでく

ださるようになりました。

お風呂に慣れるまでは、足浴を日課にし、その延長線上で

バスタオルポンチョをつけたまま洗身・洗髪を行いました。時

間はかかりましたが、信頼と安心を積み重ねる、

大切なプロセスでした。

いまでは・・・

現在では、足浴をしなくても、バスタオルポンチョをかけなくて

も、Ａ様はすんなりとお風呂に入られています。

実は半年ほど経ったころ、メマンチンとグラマリールの副作用

による極端な食欲低下が見られ、２つの薬は中止されまし

た。再び入浴拒否が始まるのでは・・・と私たちは内心ヒヤヒ

ヤしましたが、その心配は杞憂に終わりました。

Ａ様は、もう“お風呂に入る”という行為を、自分の中で自

然なものとして受け入れていたのです。つまり今では、抗認

知症薬も抗精神薬も服用していない状態でも、入浴拒

否は全く見られません。

認知症ケアの現場では、抗精神薬の使用は否定的に受

け止められることも少なくありません。しかし、林医師の行う

“林メソッド”のように、ほんの少量の適切な薬物を用いるこ

とで、最終的には薬を必要としないほど穏やかな状態に導

けることがあります。

今回は、薬による医学モデルと、日々の関わり合いによる

社会モデルの両輪がかみ合い、入浴拒否という対応困難

なケースを乗り越えることができました。

その人らしい笑顔を取り戻すために、これからも私たちの挑

戦は続きます。

 

グループホーム青葉台
 施設長 山本 忠弘
（認知症介護指導者）

入居から2か月が経っても入浴拒否が続いていたＡ様。

再び脳神経内科の林医師に相談することにしました。こ

れまで使用していたクエチアピンの頓服は中止となり、新

たにグラマリールが処方されました。グラマリールは、安全

性が高く、介護拒否への効果が知られている抗精神薬で

す。

私たち介護スタッフは、決して薬に頼ってきたわけではあり

ません。これまでも定期的にＡ様に足浴を行い、気持ち

のよい時間を一緒に過ごすことで、スキンシップを通じた信

頼関係づくりに努めてきました。

足浴は単純に気持ちよく、「ここはいいところだ」と感じても

らえるきっかけになります（＝居場所づくり）。また、入浴

という行為は裸になることを伴うため、信頼関係がなけれ

ば成り立ちません。そうした意味でも、足浴はリロケーショ

ンダメージ（住環境の変化による混乱）の

ある方にとって、非常に有効なケアです。

拒否の態度に変化が・・・！

グラマリールの処方が始まってから、Ａ様の入浴に対する

拒否の態度が、少しずつ軟化していきました。

それまでのＡ様は、足浴中にさりげなくお誘いしても「入ら

ない！」の一点張り。それが、はっきりと「入る」とは言わな

いものの、無言で服を脱ぐという協力的な動作を見せてく

れるようになったのです。

もともと背中に軟膏さえ塗らせてくれなかった方ですから、

入浴時の羞恥心への配慮は徹底しました。上着を脱ぐと

同時に、すぐに全身をバスタオルポンチョで覆い、安心感

を持ってもらいます。そのうえで「ズボンが濡れるといけませ

～入浴拒否を究極の林メソッドで克服～
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